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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	   報 告 者 氏 名
	榊原　和久

	大 会 名
	IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Pattaya, THAILAND

	大 会 期 間
	July 3 till 11, 2010


	現地までの

旅程


	　　成田発（７月２日10：10）→パタヤへ大会準備のバス　16：00→ 現地到着（2日15：25）

チームリーダーは車で成田に行ったが、駐車場にとめるよりホテルに前泊し、そのホテルの駐車場に大会期間中とめたほうが割安なため、成田前泊した。

	　　旅行代理店
	　　なし(チームとしての手配を行うが、旅行代理店は使わなかった。サポーターツアーはＨＩＳを利用)


	渡航費用
	　　一人当たりの往復料金を詳細にご記入下さい　69,100円　（　成田発　）

	　　

エントリー料


	　選手一人　２００ユーロ　　　　　　※　実際に支払った通貨で記入して下さい

	　　

一人当たりの

　　宿泊費用


	　選手　９泊　３６ＥＵＲ（7/2のｱｰﾘｰｱﾗｲﾊﾞﾙ分のみ、その他はエントリーフィーに込み）

　役員　９泊　225ＥＵＲ（大会エントリー）+36ＥＵＲ（ｱｰﾘｰｱﾗｲﾊﾞﾙ）＝２６１ＥＵＲ
　　サポーター　４泊　￥107490　

	一人当たりの

　　食費
	　

選手　１日３食　エントリー料込　　　　役員　１日３食　エントリー料込　ビール代約500バーツ
　　



	　チャーター料金


	　ＯＰ艇　　大会期間中　８日間　３００ＥＵＲ / 艇　　　　大会前料金　４０ＥＵＲ/ 艇 / 日　

　コーチボート　　　　　８日間　７５０ＥＵＲ/ 艇　　　　大会前料金　７０ＥＵＲ / 艇 / 日　

大会前のコーチボートは、チャーター予約していたものの、結局ＯＰ艇の艤装と計測に時間を要した為、使用せず。

	大会本部の対応


	· 大会本部の対応は、とても親切かつフレンドリーなものでした。
· わからないことは、すべてゆっくりとした英語で答えてくれました。

· ただ、選手やコーチ、監督の名札を間違えて作成していたので、修正し再発行してもらえたが、チェックは当然のことながら必要です。

· 大会本部にはお土産を持っていきました。煎餅のようなものです。

	チームリーダーミーティングの様子、内容


	· 大会の公式言語が英語であったため、すべて英語。
· ミーティングでの英語はとても早く、聞き取ることが困難でした。通訳さんがいないとわからない状況。

· ミーティング内容は、諸注意事項です。また、帰着をきちんとやって欲しいなど、日本でもよく聞く内容でした。

· 全体にかなり大らかで、１日目のレースはウエイティンｸﾞエリアからでていたコーチボートがあったが、注意で済んでいた。当然その国の成績は良く（sin）、翌日からは「やらないように」とミーティングでお達しあり。やったもの勝ち的なところはある。

· ２日目は、JURYから「スカリングを厳しくとるよ」と注意あり。

	選手達の様子で

気をつけたこと


	･健康管理には気をつけた。風邪を引いている選手の寝室を、他の選手とは別のものにする。具体的には、監督＆コーチの部屋を、監督+風邪の選手　という具合にアレンジして利用した。

· お腹をやられるときついので、整腸剤（ザ・ガード　とか）を３食後飲ませていた。

· どうしても調子の悪い選手は現地の病院へ連れて行った。

・選手は、言わなくとも真剣で緊張しているので、明るい雰囲気に勤めた。

	　食事に関して

　注意したこと

· 
	· 現地の食事については、事前情報ほど辛いものもなく、ビュッフェスタイルだったので選択の巾もあり問題なかった。
· ランチについては、出艇直前に配布されるため、朝食を早めにとり、昼食が配布されると同時に食べるようにしていた。海上に持っていく方法もあるか、暑さのため傷みやすいため回避した。
· 飲み物は全てミネラルウォータを利用。生水は選手には飲ませなかった。

・現地は汗をかくため、ミネラル分と塩分補強をかねて、梅干（手作りのものすごくすっぱくしょっぱいやつ）をもっていったが選手にはかなり好評であっという間になくなってしまった。


	　セキュリティー

　に関して注意

　したこと


	· 田舎町であり、繁華街からホテルも遠く離れていることから、特に危険な地区はなかった。
· ホテルの鍵をきちんと閉める。貴重品はセーフティーボックスにいれる。など基本的な事項で事足りた。



	　荷物に関して

　工夫したこと


	· 事前に持物リストを作成し、チーム内で共有した。
· 共有物品として持っていくものについては、役割を分担し持っていくこととした。

· 前半組と後半組に分かれていたことから、前半で足りないものは後半組にもってきてもらうこととした。

· 国際ＶＨＦ無線機も所持がＮＯＲに記載されていたためもって行った。２台もっていったため、陸上と海上でのヤリトリを容易に行うことができた。

	　日本との通信

　状況、手段


	· 現地で購入した携帯電話で日本と通話。
· 後は、ブログを利用して日本と連絡をとった。

	　他国チームとの

　国際交流の実施


	· 大会前半は他の国も遠慮がちであったが、後半になるに連れて各国とも活発に交流。
· 特にサポートボートをシェアした香港チームとは、夕食をホテルの外でチーム全体で一緒にとるなど、交流をかなり深めることができた。

· 交流に活用した物品としては、「チームＴシャツ」「日本製のお菓子」「ハチマキ」「ロゴ入りフリクション蛍光ペン」などであった。

	　持参した

食品、医療品等　
	· 梅干を持参。日本選手には意外と好評だった。
· 熱冷ましシートを持参し、熱のある選手に貼って重宝した。

· 整腸剤（ｻﾞ･ｶﾞｰﾄﾞ）、日焼け止め

· 虫除け、虫刺されの薬は現地で調達した。

	　次回参加者へ

　アドバイス
	・今回のパタヤのような“くせ”のある海面は、やはり早めに現地入りし練習を行うことが重要です。今回は、監督、コーチともに長期の休みをとることができず、直前入りしたため現地の海面を把握したのは大会後半になってからでした。大会前にクリニックを行っていたので、そこから参加していたらと悔やまれます。

	ＪＯＤＡへの要望
	・海外遠征の経験を多く積ませることが良い成績への第一歩と思います。ただ、多くのオプティミストを海外へ連れていくことも、将来のある子供たちにとっては大切なことですので、セレクトした選手のみを何度も海外に連れていくことが、日本のセーリング界の発展には必ずしも繋がらないかもしれません。

	　

その他


	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

